
（別紙３）

～ 2025年　9月　30日

（対象者数） 12 （回答者数）
9

～ 2025年12月15日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

療育ができるバイリンガルスタッフを増やして、埼玉県でも

増えつつある外国人の子どもを積極的に受け入れる。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

日中一時支援、保育所等訪問支援のためにのスタッフとその

教育体制を整える。

2

3

○事業所名 友遊学舎

○保護者評価実施期間
2025年　9月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年12月30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

医療スタッフや作業療法士など専門的スタッフがいないので、

今後、採用機会を増やす。

日中一時支援サービスを周知し、レスパイトを含めた家族支援

を充実したい。また、保育所等訪問支援サービスを開始して、

事業以外での子ども達や保護者のニーズをより深く把握して、

通所支援にもその情報を活かしたい。

ソロバン、体幹トレーニング、ゲームなど、日常生活に直接生

かせる英語教育を行っている。土曜日と日曜日は英検などの資

格取得を目指し、子ども達の自己表現と自己実現を明確にした

支援を行っている。また、障害の程度の違う子ども達が一緒に

時間を共有することで、多様性を意識することなく体感できる

環境になっている。

さいたま市の英語教育を重視している教育目標に賛同して、障

害を持っている子どもたちが学校教育でも自身の能力を十分に

発揮できるように支援を怠らないようにしている。

事業所における自己評価総括表公表


